
四
月
二
一
日
、
東
大
阪
支
部
交
流

会(

総
会)

が
、
東
大
阪
市
在
住
の
他

支
部
会
員
や
府
連
直
属
会
員
、
中
国

残
留
邦
人
帰
国
者
二
世
の
配
偶
者(

男

性)

、
会
員
の
友
人
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ

れ
が
集
ま
り
、
三
年
連
続
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
度
は
四
名
、

１
１
年
度
は
十
名
、
今
年
１
２
年
度

は
十
五
名
の
参
加
で
し
た
。

三
月
下
旬
に
事
務
局
長
と
二
人
で

交
流
会
の
案
内
と
参
加
依
頼
の
た
め
、

府
連
直
属
会
員
宅
を
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ

て
訪
問
し
ま
し
た
。
運
転
手
さ
ん
か

ら｢

取
り
立
て
屋
さ
ん
か
何
か
で
す
か｣

と
間
違
わ
れ
、
最
初
の
一
軒
目
の
時

に
タ
ク
シ
ー
の
中
に
財
布
を
忘
れ
、

取
り
立
て
屋
が
財
布
を
忘
れ
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
と
三
人
で
大
笑
い

と
な
り
、
用
件
を
話
す
と
し
ば
ら
く

走
っ
て
か
ら
メ
ー
タ
ー
を
入
れ
た
り
、

目
的
地
に
到
着
す
る
前
に
メ
ー
タ
ー

を
切
っ
た
り
し
て
運
転
手
さ
ん
も
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
栗
山
事
務
局
長
の
司
会

で
開
会
、
北
郷
副
支
部
長
所
蔵
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
民
主
青
年
進
行
曲
」
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
の
大
画
面
で
、
北
郷
氏

が
解
説
し
な
が
ら
上
映
し
ま
し
た
。

内
容
は
１
９
１
９
年
五
月
四
日
の
北

京
で
の
「
五
四
運
動
」
で
す
。
（
中

国
で
は
近
代
史
上
、
非
常
に
重
要
な

運
動
、
学
生
を
中
心
と
し
た
街
頭
行

動
に
端
を
発
し
た
、
反
帝
国
主
義
と

山
東
半
島
の
返
還
を
求
め
る
運
動
）

映
画
終
了
後
、
廣
原
支
部
長
か
ら

河
村
名
古
屋
市
長
の
発
言
お
よ
び
大

阪
府
教
職
員
の
君
が
代
起
立
斉
唱
条

例
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
新
会
員
の
柳
田
翠
女
史
（
王

翠
珍
―
中
国
武
漢
市
出
身
、
来
日
後

日
本
に
帰
化
）
に
よ
る
「
私
た
ち
が

在
日
中
国
人
に
対
し
て
何
が
で
き
る

か
」
「
政
財
界
中
心
の
交
流
で
は
な

く
、
利
害
関
係
を
越
え
た
市
民
レ
ベ

ル
の
日
中
友
好
交
流
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
な
か
で
、
医
療
生
協

役
員
の
会
員
か
ら
健
康
支
援
に
つ
い

て
の
提
案
が
有
り
、
後
日
、
生
協
病

院
の
職
員
さ
ん
と
話
し
合
い
が
も
た

れ
ま
し
た
。
支
部
役
員
の
選
出
後
、

昼
食
・
懇
親
会
に
移
り
、
参
加
者
全

員
の
自
己
紹
介
で
話
が
盛
り
上
が
り
、

支
部
総
会
を
兼
ね
た
交
流
会
は
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。(

廣
原)
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東
大
阪
支
部
が
交
流
会

柳
田
翠
女
史
の
講
演
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

府連通信

九
六
期
生
が
入
級
し
、
今
ま
で

以
上
に
張
り
切
っ
て
い
た
中
根
老

師
！八

三
才
と
は
見
え
な
い
！
思
え

な
い
！
全
身
全
力
で
、
中
国
友
好

に
死
も
恐
れ
な
い
、
最
強
の
信
念

で
私
た
ち
に
生
き
た
中
国
語
を
教

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

中
根
老
師
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
秘

め
た
度
量
の
寛
大
さ
に
、
心
底
尊

敬
の
念
を
表
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

中
根
老
師
の
筋
金
入
り
の
中
国

語
、
ど
ん
な
に
心
残
り
で
有
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

中
根
老
師
、
私
た
ち
は
頑
張
り

ま
す
。

中
根
老
師

非
常
感
謝
！

告
別
！九

六
期
生

中
村
典
子

「
２
０
１
２
年
平
和

の
た
め
の
戦
争
展
」
の

特
別
企
画
と
し
て
十
月

十
一
日
～
十
六
日
に

「
漫
画
展
・
中
国
か
ら

の
引
き
揚
げ
～
少
年
た

ち
の
記
憶
」
を
梅
田
・

芝
田
町
画
廊
で
開
催
い

た
し
ま
す
。

漫
画
展
の
原
画
を
描

い
た
著
名
な
漫
画
家
の

み
な
さ
ん
も
中
国
で
す

ご
し
、
戦
争
を
体
験
し
、

日
本
に
引
き
揚
げ
て
き

ま
し
た
。

少
年
達
の
目
に
映
っ

た
中
国
の
人
々
や
風
景
、

戦
争
直
後
の
日
本
の
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

十
月
に
中
国
か
ら
の
引
き
揚
げ
漫
画
展

第５８回大阪府連大会を高槻市内で開催します。

会場は摂津峡温泉・山水館です。府連創立６０周年祝

賀会も大会終了後行います。多数ご参加ください。

７月８日(日) 受付：13：30、開会：14：00

会場：高槻市・摂津峡温泉・山水館（送迎車有り）

祝賀会参加費：6000円(要予約・府連事務局まで）

第５８回大阪府連大会

中
根
老
師
を
悼
ん
で

訃

報
長
年
、
日
中
大
阪
府
連
の
中

国
語
講
座
で
講
師
を
さ
れ
て
い

た
、
中
根
欣
之
助
さ
ん
が
四
月

十
八
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
八
三
歳

十
四
日
ま
で
元
気
に
中
級
の

授
業
を
さ
れ
て
い
て
、
受
講
生

は
訃
報
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま

す
。
同
学
・
中
村
さ
ん
か
ら
追

悼
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

絵・ちばてつや

花をテーマにうちわを創ります。

誘い合わせてご参加ください。要予約

６月２０日(水)１８：３０～

北区茶屋町・日中文化センター

講師；稲田雪男さん 会費：１２００円・含材料代

主催：大阪西支部 申し込み先：TEL：06-6372-8131

きりえで創る夏の色紙講習会
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今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
西
支
部
創
立

五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
五
月
一
七

日
か
ら
六
日
間
、
瀋
陽
・
長
春
・
ハ

ル
ピ
ン
へ
、
旧
日
本
軍
の
残
酷
な
爪

跡
の
残
る
展
示
館
を
訪
れ
る
、
「
平

和
を
求
め
て
の
旅
」
で
し
た
。

先
ず
瀋
陽
・
柳
条
湖
に
あ
る
九
・

一
八
歴
史
博
物
館
を
訪
れ
、
１
９
３

１
年
九
月
十
八
日
の
暦
を
表
す
、
巨

大
な
石
造
り

の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
や
日
清
・

日
露
・
抗
日

戦
争
の
勝
利

ま
で
の
写
真

や
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い

る
歴
史
博
物

館
を
訪
れ
ま
し
た
。

次
に
訪
れ
た
撫
順
戦
犯
管
理
所
・

旧
跡
陳
列
館
で
は
旧
満
州
国
の
監
獄

跡
に
広
大
な
施
設
を
作
り
、
清
朝
末

代
皇
帝
・
愛
新
覚
羅
・
溥
儀
（
偽
満

州
国
の
皇
帝
）

や
、
旧
日
本
軍

の
戦
犯
た
ち
を

人
道
的
な
対
応

で
人
間
と
し
て

よ
み
が
え
ら
せ
、

全
員
日
本
へ
帰

国
さ
せ
た
経
緯

が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

平
頂
山
惨
案
遺
跡
記
念
館
で
は
、

村
民
三
千
名
を
全
て
虐
殺
、
犠
牲
者

へ
の
加
害
・
被
害
の
角
度
か
ら
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
生
き
残
っ

た
村
民
が
日
本
で
訴
え
ま
し
た
が
敗

訴
し
て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
へ
の
帰
り

の
国
道
沿
い
で
は
、
日
本
の
占
領
時

代
か
ら
続
く
、
深
さ
四
百
ｍ
の
広
大

な
撫
順
炭
鉱
を
展
望
し
ま
し
た
。

瀋
陽
か
ら
長
春
・
ハ
ル
ピ
ン
へ
は
、

旧
満
鉄
の
線
路
を
使
っ
た
準
新
幹
線

『
和
諧
号
』
で
の
移
動
で
す
。
車
窓

か
ら
の
風
景
は
大
平
原
の
畑
や
田
圃
、

防
風
林
の
ポ
プ
ラ
並
木
ば
か
り
で
、

山
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
沿

線
で
は
大
都
会
と
同
じ
く
、
レ
ン
ガ

造
り
の
古
い
街
並
み
が
壊
さ
れ
て
、

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ

ン
、
道
路
な
ど

の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

で
す
。
更
に
こ

の
ル
ー
ト
に
は

車
幅
の
広
い
新

幹
線
も
建
設
中

で
す
。

ツ
ア
ー
参
加
者
に
は
長
春
に
ゆ
か

り
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
Ｍ
さ

ん
（
女
性
）
の
長
春
で
六
歳
ま
で
過

ご
し
た
居
住
地
や
、
食
事
を
し
た
思

い
出
の
大
和
ホ
テ
ル
な
ど
を
訪
れ
、

Ｓ
さ
ん
（
男
性
）
は
五
才
で
敗
戦
、

父
親
は
現
地
召
集
さ
れ
、
牡
丹
江
か

ら
母
親
と
幼
い
妹
と
逃
避
行
の
途
中
、

妹
さ
ん
は
厳
寒
の
長
春
で
病
死
、
当

時
死
体
を
沢
山
埋
め
て
い
た
公
園
を

訪
れ
、
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

偽
満
皇
宮
博
物
館

は
日
曜
日
で
、
学

生
や
観
光
客
が
た

く
さ
ん
来
訪
。
入

口
広
場
で
は
に
ぎ

や
か
に
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
か
わ

い
い
子
供
た
ち
が
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

７
３
１
記
念
館
は
休
館
日
で
し
た

が
、
私
た
ち
の
た
め
特
別
に
開
館
さ

れ
、
イ
ヤ
ホ
ー
ン
で
日
本
語
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
残
酷
な
人
体
実
験

の
展
示
を
見
て
回
わ
り
ま
し
た
。

帰
国
を
前
に
ハ
ル
ピ
ン
の
夕
食
会

で
み
な
さ
ん
か
ら
感
想
を
聞
き
ま
し

た
。
「
７
３
１
記
念
館
へ
の
引
き
込

み
線
は
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
と
同
じ
」

「
何
の
た
め
の
人
体
実
験
だ
っ
た
の

か
？
」
「
平
頂
山
の
虐
殺
は
だ
ま
し

う
ち
で
恥
ず
か
し
い
、
永
久
に
消
せ

な
い
事
件
」
「
此
の
旅
は
一
生
の
記

念
に
な
っ
た
、
語
り
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
「
加
害
の
歴
史
を
若
者

は
ど
う
観
て
い
る
の
か
？
」
「
く
り

か
え
し
て
は
な
ら
な
い
、
声
を
大
に

し
て
戦
争
は
ダ
メ
と
！
」
「
長
春
で

妹
の
弔
い
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
母

の
遺
言
を
か
な
え
て
く
れ
、
そ
こ
ま

で
や
っ
て
く
れ
る
か
と
感
動
し
、
身

体
が
シ
ビ
レ
た
。
入
会
し
ま
す
」

「
断
片
的
な
こ
と
が
つ
な
が
り
、
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
が
良
く
わ
か
っ
た
」

「
重
い
気
持
ち
で
参
加
し
た
が
、
平

和
を
求
め
て
の
テ
ー
マ
が
良
か
っ
た
」

「
多
士
済
々
の
メ
ン
バ
ー
で
企
画
し

て
良
か
っ
た
。
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
、
九
条
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
語
ら

れ
、
帰
国
後
感
想

文
集
を
作
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
侵
略
に

よ
り
一
人
一
人
の

生
活
や
家
族
を
失
っ

た
中
国
の
人
た
ち

へ
の
謝
罪
や
戦
争

責
任
を
い
ま
だ
に

明
ら
か
に
し
て
い

ま
せ
ん
。
か
つ
て

の
戦
争
指
導
者
た

ち
の
反
省
が
必
要

で
は
な
い
か
と

考
え
さ
せ
ら
れ

る
旅
で
し
た
。

六
〇
代
か
ら

八
〇
代
ま
で
、

十
名
の
参
加
者

は
元
気
に
帰
国

し
ま
し
た
。(
Ｓ
）

瀋
陽
・
長
春
・
ハ
ル
ピ
ン
へ

平
和
を
求
め
て
西
支
部
創
立
記
念
の
旅

日中友好協会・大阪府連合会創立６０周年記念の

ツアーを企画しました。今回は鑑真和上にゆかりの

ある揚州にも行きます。ご参加をお待ちしています。

１１月１６日(金)～２０日(火)・関西空港発

旅行代金：134,000プラスサーチャージ代など

全行程に添乗員が同行します。連絡は06-6372-8131

南京・揚州・鎮江・上海平和の旅
太極拳の基礎になる動きや意味を、体で感じて理

解し、身体の記憶として重ねてほしい。そのための

基礎講座パート４です。ご期待下さい。

１０月６日(土)～８日(祝) 定員になり次第締め

切ります。会場は京都府八幡市・石清水体育館です。

主催：大阪西支部 申し込み先：TEL：06-6372-8131

１０月に太極拳攻防基礎講

長
春
で
ゆ
か
り

の
地
を
訪
問

戦
争
は
ダ
メ
！

語
り
継
が
な
け
れ
ば

ハルピン・３輪タクシー 長春駅

早朝の太極拳

瀋陽駅・和諧号

ハルピン郊外731部隊記念館


